
教育研究上の目的及び教育課程の編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー） 

 

＜農学部＞ 
―教育研究上の目的― 

本学部は、植物・動物の生命に関する基礎から応用までを科学し、それらを農学の発展に資することを

目的としている。同時に動植物の育種、生産、加工など生産領域ならびに人と動物との共生や生物介在療

法など学際的領域を教育研究し、豊かな心と実学的知力を養い国内外において地域リーダーとして活躍

できる意欲と能力を持った人材を養成する。 

―教育課程の編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー）― 

農学部のディプロマ・ポリシーを踏まえ、生産、環境、生活に関わる農学分野の教育実践のため、動植

物の基礎的な知識を基に、実践的な農学の専門知識・技術を修得し、ディプロマ・ポリシーに掲げた能力

を身につけるため、以下のことに配慮しながら教育課程を編成します。 

（１） 学生が総合的で幅広い知識を持つように、研究室配属前の学生に対し、学部共通科目を開講し、

自然科学、社会科学の両分野にわたる教育を行う。 

（２） 研究室所属後も学科共通科目やコース選択科目を配当することで、広く農学に関する素養を身に

つけるための教育を受けられるようにする。 

（３） 強い好奇心と探究心、諸問題への高い見識と展望を持って、自ら解決する能力と総合的な判断力

を持った学生を育成するため、講義科目と実験・実習、演習科目および卒業論文を効果的に配当

する。 

（４） 各学科で定める専門的知識と能力が身につくよう、各学科のカリキュラム・ポリシーに従い専門

科目を配当する。 

（５） 学習成果を社会生活や職業生活の場で活かせるよう、就農・キャリア科目および学外実習科目を

開講する。 

 

＜農学科＞ 

―教育研究上の目的― 

本学科は、安全で信頼性の高い、安心、安定した農業生産のため、農作物の特質、栽培技術等の学理を

教育・研究し、実学的な教育と積極的な課外活動を通して、自己の適正を発見し、持続可能な次世代型農

業を開拓、国内はもとより世界の農業を中心とした広範囲な分野で羽ばたくことのできる人材を養成す

る。 

―教育課程の編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー）― 

農学科のディプロマ・ポリシーを踏まえ、生産農学分野の教育実践のため、専門基礎科目および専門科

目を設け、作物生産のみならず環境保全に果たす農業の役割の重要性を理解させます。さらに、実験、演

習、農業実習のほか卒業論文を必修とし、農学における広範な知識と理解力を身につけた人材を育成す

るため、以下のことに配慮しながら教育課程を編成します。 

（１） 農業・農学に関わる広範な知識を理解させるために全学共通科目、学部共通科目、学部専門科目、

学科基礎科目を配当する。 



（２） 農業生産、環境問題などの諸問題を理解させ、問題解決能力を修得させるために専門基礎科目を

配当する。 

（３） 専門基礎科目などの知識を基に、実践的専門知識と技能を修得させるために専門コア科目を配当

する。 

（４） 論理的な思考力、表現力、討議力、さらにはコミュニケーション能力を修得させるために、演習

と卒業論文からなる総合化科目を配当する。 

 

＜畜産学科＞ 

―教育研究上の目的― 

本学科は、動物の生命現象の本質を追究する生命科学と生産物の生産から流通までの食料生産を追究

する生産科学の 2 領域を包含している。課程を通じて生命の尊厳や倫理を学び、豊かな心を持ち、医・

薬・理学の領域まで広がりを見せる生命科学関連及び良質で安全な食料を生産する生産科学領域で貢献

し得る人材を養成する。 

―教育課程の編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー）― 

畜産学科は、畜産分野の教育実践のため、生命科学および生産科学的な方法を用いて、ディプロマ・ポ

リシーに掲げた能力を身につけるため、以下のことに配慮しながら教育課程を編成します。 

（１） 動物の生命科学と生産管理科学を学ぶにあたり、生命の尊厳を重んじる姿勢と高い倫理感を醸成

させるための科目を配当する。 

（２） 動物の生殖、遺伝育種、生理など、動物の生命科学に関する専門的な知識と実践的な技能を修得

させるための科目を配当する。 

（３） 動物の飼養および衛生など、動物の生産管理科学に関する専門的な知識と実践的な技能を修得さ

せるための科目を配当する。 

（４） 畜産物の利用および動物産業の経営に関する専門的な知識と実践的な技能を修得させるための

科目を配当する。 

（５） 実験、実習、演習ならびに卒業論文作成など、理解力、知識・技能の活用力、課題設定力、問題

解決力、表現力、コミュニケーション能力を修得させるための科目を配当する。 

 

 

＜バイオセラピー学科＞ 

―教育研究上の目的― 

本学科は、人と動植物とのかかわり、すなわち動植物との共生、動植物の活用による生活の質の向上、

動植物を介しての癒し、さらに動植物を介在させた療法にまで及ぶ学際的領域に関する教育と研究並び

に実践を行い、国内外においてこれらの領域で活躍できる意欲と能力を持った人材を養成する。 

―教育課程の編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー）― 

バイオセラピー学科は、生き物・環境・人およびそれらの関係性について考え、動植物との共生および

その利活用の技法を見出すことで、心豊かな社会の実現に資する福祉農学分野の教育実践のため、植物、

動物、人から環境にわたる分野に関する座学、実験、実習、演習科目を配当し、ディプロマ・ポリシーに

掲げた能力を身につけるため、以下のことに配慮しながら教育課程を編成します。 



（１） 基礎知識の修得とバイオセラピー学に係る実践的な専門科目を体系的に学ぶため、「総合教育科

目」、「専門教育科目」の２つの科目区分により授業科目を配当する。 

（２） 「総合教育科目」には、「導入科目」、「就職準備科目」などの大学での学修方法等を取得する科目

や、専門教育の動機づけとなる「課題別科目」、国内外で活躍できるよう「英語科目」および「初

修外国語関係科目」を配当する。 

（３） 「専門教育科目」には、「農学原論」などの農学の知識基盤を修得するための「学部専門科目」、

人間・社会・自然に関する幅広い教養を身につけるための「学科基礎科目」、バイオセラピー学の

基礎から専門的な知識を修得するための「学科専門科目」を配当する。 

（４） 「学科専門科目」には、「バイオセラピー概論」などのバイオセラピー学の体系的な知識を修得す

るための科目からなる「専門基礎科目」、「社会園芸学」、「生物介在療法評価法」などの社会にお

ける生き物・環境・人とそれらの関係性に関する専門的な知識、技術を修得するための「専門コ

ア科目」、分野別実験・実習・演習などの学科を構成する研究室の専門領域に関する「総合化科目」

を配当する。 

（５） 「総合化科目」に卒業論文を配当する。情報収集、他者との協力、バイオセラピー学の視点に基

づいた課題の設定、研究計画立案、調査・実験の実施、結果の解析と考察、論文執筆および発表

までを通して学科教育の集大成とする。 

 

＜応用生物科学部＞ 
―教育研究上の目的― 

本学部は、動植物・微生物等が営む生命現象について理解と解析能力を高め、人と環境との共生の上に

成り立つ生活を真に考究し、実践出来る人材育成を教育理念としている。本理念の達成に向け、生物、化

学及び生物化学を基礎学問に据え、講義と実験・実習さらには卒業論文実験を通じて、学力の向上と国際

的研究を目指す。 

―教育課程の編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー）― 

応用生物科学部のディプロマ・ポリシーに掲げた能力を身につけるため、以下の方針の下に教育課程を

編成します。 

（１） 生物生産・生物資源利用から食料・健康・環境・エネルギーまでを理解する上で必要な基礎的・

基盤的知識の修得と、応用生物科学にかかわる専門科目を体系的に学ぶため、「総合教育科目」、

「外国語科目」、「専門教育科目」の 3つの科目区分により授業科目を配当し、各区分内におい

て基礎から応用への段階的な科目配当を行う。 

（２） 「総合教育科目」には、全学共通科目として「導入科目」、「課題別科目」および「就職準備科

目」を 、学部共通科目としては、「基礎生物」「基礎化学」を配当した「リメディアル教育科目」

などの区分を設け、大学での学修方法等を修得する科目や、専門教育の動機付けとなる授業科

目、学修内容を将来の進路に繋げるための科目を配当する。 

（３） 「外国語科目」には、国際的視野を形成することで専門領域を理解し、国内外で活躍するため、

実践的な語学科目を配当する。 

（４） 「専門教育科目」には、学部共通科目として「生命科学」「環境科学」を配当した「専門共通科

目」、「食育コース」を配当した「創生型科目」、「食品工学概論」「生物工学概論」「バイオプロ



セス工学概論」「科学メディア論」などを配当した「学際領域科目」などの区分を設けている。

さらに、各学科には、「化学」や「生物学」などの「学科基礎科目」、「有機化学」「生化学また

は生物化学」「微生物学」などの「専門基礎科目」、各学科独自の「専門コア科目」の区分を設

け、応用生物科学分野の基礎となる科目をはじめ、科学の進歩に対応する先端的科目や社会の

要請に応えうる実践的科目を配当し、実学主義に基づく問題解決学習を含めた多くの実験・実

習・演習科目も配当する。 

（５） 「専門教育科目」の中の「総合化科目」として、4年間の集大成となる「卒業論文」を必修科目

として配当する。 

 

 

＜生物応用化学科＞ 

―教育研究上の目的― 

本学科は、化学と生物学の素養と知識を基礎に生命現象から環境問題までを多元的に理解・解析できる

人材を養成する。その目的を達成するため、食料・健康・環境・資源エネルギーにかかわる諸問題を対象

として、基礎から応用にわたる実学的教育・研究プログラムに基づいた教育をする。 

―教育課程の編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー）― 

生物応用化学科のディプロマ・ポリシーに掲げた能力を身につけるため、以下の専門科目を配当し、こ

れに従い教育を行います。 

（１） 高校で化学もしくは生物を修得した学生が、本学科の応用的科目を円滑に修得できるよう、１，

２年次には専門基礎科目として化学や生物の必修科目を中心に配当する。 

（２） 人間の生活を支える一連の化学的過程を理解できるようにするため、２，３年次には６研究室そ

れぞれの専門と関係の深い専門基礎科目および専門コア科目「土壌学」、「植物生理学」、「微生物

学」、「栄養生理化学」、「食品化学」、「生物有機化学」などを必修科目として配当する。さらに３

年次には、実務に直結する専門コア科目「土壌微生物学」、「作物学」、「共生微生物学」、「機能性

分子作用学」、「生体高分子化学」、「有機合成化学」などを選択必修科目として配当する。 

（３） 知識を分野横断的に理解し使いこなす能力を身につけるため、１年次から４年次まで、各学年に

実習科目「農芸化学演習」、「分析化学演習」、「生物応用化学実験」、「食品製造学実習」、「研究室

演習」、「卒業論文演習」などを配当し、講義科目と連携して学習させる。 

（４） １年次には、問題に気づき学ぶべき事柄を能動的に探すよう促す導入科目や専門基礎科目を配当

し、４年次には総合化科目として、問題の解決策を見出すための考察力と、解決に導く行動力・

表現力を養う卒業論文研究を配当する。 

 

＜醸造科学科＞ 

―教育研究上の目的― 

本学科は、わが国唯一の醸造・発酵技術関連の高等教育研究機関である。微生物利用産業における伝統

技術から、最新のバイオテクノロジーに至る幅広い分野の教育研究を行っている。当該分野の基礎知識

及び総合的技能を有する醸造・食品・微生物利用産業の発展に寄与する人材を養成する。 

―教育課程の編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー）― 



醸造科学科のディプロマ・ポリシーに掲げた能力を身につけるため、以下の専門科目を配当し、これに

従い教育を行います。 

（１） 微生物の生命現象を理解する上で必要な基礎的・基盤的知識の修得から、微生物利用の応用展開

までを体系的に学ぶため、「総合教育科目」、「外国語科目」、「専門教育科目」の３つの科目区分に

より授業科目を配当し、それらを基礎から応用へと段階的に修得する履修順序を設定する。 

（２） 「総合教育科目」には、「導入科目」、「就職準備科目」などの大学での学習方法等を修得する科目

や、専門教育の動機づけとなる授業科目を配当する。 

（３） 「外国語科目」には、グローバル展開が活発な微生物利用産業において活躍する上での基盤とな

る実践的な語学科目を配当する。 

（４） 「専門教育科目」には、「専門基礎科目」、「専門コア科目」、「学際領域科目」の区分を設け、以下

の科目群を体系的・段階的に修得できるよう配当する。いずれの科目群も講義科目および関連実

験実習科目により構成される。  

① 「微生物遺伝学」、「微生物生理学」、「生化学」など、微生物の分類およびその生命現象・発酵生

理の理論を修得する科目群 

② 「酒類総論」、「発酵食品化学」、「調味食品学」など、酒類および食品製造に関する科目群 

③ 「醸造環境学」、「環境微生物学」、「環境化学」など、環境浄化およびエネルギー開発に関する科

目群 

（５） 「専門教育科目」に「総合化科目」を設置し、3年次に「醸造科学特別実習」を配当して、関連業

界と提携したインターンシップ型の総合教育を行う。また、最終学年において「卒業論文」を必

修科目として配当し、研究活動および論文作成を通した醸造科学の統合教育を行う。 

 

＜食品安全健康学科＞ 

―教育研究上の目的― 

本学科は、食の安全と健康機能を統合した学問領域を科学するため、幅広い基礎科目を基盤とし、多様

な専門コア科目による教育を展開することにより、食の安全・健康上の問題解決力を備えた食品技術者・

研究者・教育者・行政官となり得る人材育成を行う。 

―教育課程の編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー）― 

食品安全健康学科のディプロマ・ポリシーに掲げた能力を身につけるため、以下の専門科目を配当し、

これに従い教育を行います。 

（１） 基礎的・基盤的知識の修得と食品に係る実践的な専門科目を体系的に学ぶため、「総合教育科目」、

「外国語科目」、「専門教育科目」の３つの科目区分により授業科目を配当する。 

（２） 総合教育科目には、「導入科目」、「就職準備科目」などの、大学での学習方法等を修得する科目や、

専門教育の動機づけとなる授業科目を配当する。 

（３） 豊かな語学力を身につけ、視野を広く、グローバルな観点から専門領域を理解していくため、「外

国語科目」などを配当する。 

（４） 「専門教育科目」には、食の安全と健康機能の研究に必要となるしっかりとした学問的基盤のう

えで論理的思考能力を修得させるため、化学、生物学などを基礎とした科目を配当する。 

（５） 食品素材を探求する農学を活かし、食品学を基盤とした食に対する深い理解力・洞察力を養う



ための授業科目「食品化学」、「食品物性学」、「食品加工保蔵学」、「食品機能学」および実学主

義に基づいた多くの実験・実習・演習科目「食品化学実験」、「食材利用学実習」などを配当す

る。 

（６） 食の安全と健康機能を理解するため、「リスクマネジメント論」、「ケミカルバイオロジー、病理

学」、「食品物性学」、「食品機能学」、「食品生理活性学」、「生理活性物質学」といった生体環境を

考慮した健康科学に、安全学を融合させた新たな学問領域を構築していくための科目を配当する。 

（７） 先端的課題を題材とすることで、これに対する問題解決力を養い、論理的な思考をもとに表現し、

社会に対する情報発進力を育成するための「インターナショナルフードアセスメント」、「バイオ

インフォマティクス演習」といった科目を配当する。                         

（８） 課題解決型学習プログラムとして、「リスクマネジメント論」、「バイオインフォマティクス演

習」を配当する。 

（９） 「総合化科目」には、４年間の学修の集大成となる「卒業論文」を必修科目として配当する。 

 

＜栄養科学科＞ 

―教育研究上の目的― 

本学科は、食品に含有される栄養成分・非栄養成分が生体に与える影響を理解し、食品の調理、加工、

食事の提供などに応用されるまでの理論と技術の習得や、人間を対象に、健康の保持・増進と生活習慣病

の予防・改善の要となる栄養学を追究し、実践的な理論を科学し、技術を習得することを目的とする。こ

れらの知識や技術にプラスして「高度の専門的知識及び技術を要する健康の保持・増進のための栄養指

導者」としての管理栄養士養成を行う。 

―教育課程の編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー）― 

栄養科学科のディプロマ・ポリシーに掲げた能力を身につけるため、以下の専門科目を配当し、これに

従い教育を行います。 

（１） 基礎的・基盤的知識の修得と農学にかかわる実践的な専門科目を体系的に学ぶため、「総合教育科

目」、「外国語科目」、「専門教育科目」の 3つの科目区分により授業科目を配当する。 

（２） 「総合教育科目」には、「導入科目」、「スポーツ関係科目」、「就職準備科目」などの大学での学修

方法等を取得する科目や、専門教育の動機づけとなる授業科目を配当する。 

（３） 「外国語科目」には、幅広い地域で活動できるよう、実践的な語学科目を配当する。 

（４） 「専門基礎科目」には、栄養学の基礎となる化学・生物学を基盤とした、「生化学」、「有機化学」、

「微生物学」などのほか、管理栄養士養成の基礎的教育となる「公衆栄養学」、「健康管理概論」、

「運動生理学」などと、農学と医学の連携の礎を築くため「農学概論」と「医学概論」を配当す

る。 

（５） 「専門コア科目」には、食品の特性、調理、加工、食事設計など、食品を利用するための理論と

技術を取得する「食品学」、「食品機能学」、「調理学」、「調理科学実験」、「食品加工学」、「食品加

工学実習」などのほか、管理栄養士の専門性を修得するため、人間を対象に健康保持・増進と生

活習慣病の予防・改善の要となる栄養学を追究し、実践的な理論ならびに技術を取得する「臨床

栄養学」、「栄養教育学」、「公衆栄養学」、「応用栄養学」などの講義と実習を配当する。 

（６） 「総合化科目」には、1 年次に管理栄養士という栄養の専門的職業人として素養を身につけるた



めの導入科目として「栄養管理学概論」、3年次にこれまでの学習を踏まえ、社会で活躍する方の

業務内容や経験談を通じて仕事のあり方を学び、将来の仕事について考察するための「栄養科学

特論」、4年次に 4年間の学修の集大成となる「卒業論文」を必修科目として配当する。 

 

＜生命科学部＞ 
―教育研究上の目的― 

本学部は、多様な生物をミクロからマクロまで統合的に捉えることで、現代社会が直面する問題解決の

取組みにつなげる教育研究を行う。また、その過程を通して、汎用的な基礎力と専門的な応用力を磨き、

知識・技術・経験をもとに、自ら問題発見と解決方法を見いだすことに挑戦し、倫理観をもって社会に貢

献できる人材を養成する。 

―教育課程の編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー）― 

生命科学部は、実験・実習や研究室活動を通じて、汎用的な基礎力と専門的な応用力を育む教育を施

し、ディプロマ・ポリシーに掲げた能力を身につけるため、以下の方針の下に各学科の教育課程を編成し

ます。 

（１） 基礎的知識の修得と生命科学に関わる実践的な専門科目を体系的に学ぶため、「総合教育科目」、

「外国語科目」、「専門教育科目」の３つの科目区分により授業科目を配当する。また、効果的な

学修を行うため、ナンバリングやカリキュラムツリーを用いて学修の順序等を示すなど、各区分

内において基礎から応用への段階的な科目配当を行う。 

（２） 「総合教育科目」においては社会科学分野の科目も配当し、広い視野の育成を行う。 

（３） 「専門教育科目」では、各学科の専門性を学修するための科目を配当し、専門的な基礎知識から

先端的な知識にわたる学修を行う。また、学部共通科目を配当し、生命科学における異なる分野

への理解や関心の育成と、将来の進路を考える上での助力とする。 

（４） 研究室における少人数単位での実験・実習・演習科目を配当し、より実践性を高め、問題能力の

解決につながる能力の養成と、「総合化科目」における 4年間の学修の集大成となる「卒業論文」

科目にもつなげる。 

 

＜バイオサイエンス学科＞ 

―教育研究上の目的― 

本学科は、原核細胞から真核細胞、さらに動物・植物の個体レベルにおける、生命現象の分子機構の理

解と研究を通して、生命現象の本質を理解し、生命科学を利用して社会貢献できる人材、さらに、研究や

開発等の生命科学領域で幅広く活躍するための礎となる深い洞察力と問題解決能力を身につけた個性豊

かな人材を養成する。 

―教育課程の編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー）― 

バイオサイエンス学科は、本学の教育の理念「実学主義」に基づく総合的な農学教育を根幹として、生

命科学分野における実践的な専門知識・技術を修得し、ディプロマ・ポリシーに掲げた能力を身につける

ため、以下の方針のもと教育課程を編成します。 

（１） 基礎的・基盤的知識の修得と生命科学に係る実践的な専門科目を体系的に学ぶため、「総合教育

科目」、「外国語科目」、「専門教育科目」の 3 つの科目区分により授業科目を配当する。また、



効果的な学修を行うため、各区分内において基礎から応用への段階的な科目配当を行う。 

（２） 「総合教育科目」には、「導入科目」、「スポーツ関係科目」、「課題別科目」、「就職準備科目」お

よび「リメディアル教育科目」の区分を設け、大学での就学方法等を修得する科目や専門教育

の動機づけとなる授業科目を配当する。併せて、学修内容を将来の進路に繋げるための準備科

目を配当する。さらに、基礎学力を補うための補習科目も配当する。 

（３） 「外国語科目」には、異文化理解および国際的視野を形成するための実践的な語学科目を配当

する。 

（４） 「専門教育科目」には、「学部共通基礎科目」、「学部共通専門科目」、「学科専門科目」の区分に

より授業科目を配当する。「学部共通基礎科目」および「学部共通専門科目」は、学部の性質上

修得することが望ましい基礎・専門科目を配置する。また、「学科専門科目」には、「専門基礎

科目」、「専門コア科目」、「学際領域科目」および「総合化科目」の区分を設け、生命科学の基

礎科目をはじめ、動物・植物・細胞分子機能の各分野に特化した最先端の知識を修得するため

の科目を配当する。また、修得した知識と技術から専門性の高い卒業論文研究に導くためのス

テップアップとなる科目も配当する。 

 

＜分子生命化学科＞ 

―教育研究上の目的― 

本学科は、２１世紀に入り目まぐるしく変動する自然環境・社会及び農業情勢を理解し、科学技術によ

り柔軟かつ多様な対応が可能な、農学領域の視野を持ち汎用性のある基礎力を有する人材が求められて

いることから、様々な自然・生命現象に対し、分子論的な解釈と化学的なアプローチを行うことができ、

また他分野への応用・発展を可能とする人材を養成する。 

―教育課程の編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー）― 

分子生命化学科は、化学を中心とする自然科学を総合的に理解し、様々な自然・生命現象に対して、分

子論的な解釈と化学的なアプローチを行うことのできるよう教育を実践し、ディプロマ・ポリシーに掲

げた能力を身につけるため、以下の方針のもと教育課程を編成します。 

（１） 農学・生命科学領域の基礎から応用展開を網羅する化学を理解するのに必要とされる広汎な学問

体系を学ぶため、「総合教育科目」、「外国語科目」、「専門教育科目」の３つの科目区分による授業

科目を配当し、それらの科目を通じた知識を統合することで、教養を段階的に修得できるカリキ

ュラムツリーを設定する。 

（２） 「総合教育科目」には「導入科目」、「就職準備科目」などの大学における学習の動機付けとなる

授業科目を配当する。 

（３） 「外国語科目」は世界的規模で化学に関連する学界・産業界で活躍するための基盤となる実践的

な語学科目を配当する。 

（４） 「専門教育科目」は「専門基礎科目」、「専門コア科目」、「学際領域科目」の区分を設定し、磐石

で汎用性の高い、農学・生命科学領域における化学分野の以下の科目群を体系的・段階的に修得

できるように配当する。 

① 有機化学を中心とした、分子設計・合成化学に関する理論および実験技術を修得する科目群 

② 分子機能解析に主眼を置いた、天然物化学・高分子化学・分析化学に関する理論および実験



技術を修得する科目群 

（５）「専門教育科目」に「総合化科目」を設定し、最終学年において「卒業論文」、「分子生命化学プレ

ゼンテーション法」などの研究活動および論文作成を通じた分子生命化学を統合する科目を配

当する。 

 

＜分子微生物学科＞ 

―教育研究上の目的― 

本学科は、微生物の様々な機能を駆使する微生物開発・利用が望まれていることを踏まえ、有用な微生

物資源の探索と培養工学を駆使した微生物機能の開発、並びに微生物間及び動・植物との相互作用にお

ける多様な生命現象を分子の視点から理解し、物質生産技術の開発や環境問題・エネルギー問題など現

代社会の諸問題の解決に貢献する人材を養成する。 

―教育課程の編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー）― 

分子微生物学科では、微生物の機能について総合的に理解するとともに、その機能に基づく斬新な応用

利用法の探求について教育を施し、ディプロマ・ポリシーに掲げた能力を身につけるため、以下の方針の

もとに教育課程を編成します。 

（１） 基礎的・基盤的知識の修得と農学にかかわる実践的な専門科目を体系的に学ぶため、「総合教育科

目」、「外国語科目」、「専門教育科目」の３つの科目区分により授業科目を配当する。また、「専門

教育科目」には「専門基礎科目」、「専門コア科目」、「学際領域科目」、「総合化科目」配当し、専

門基礎から応用まで段階的な科目配当を行う。 

（２） 「専門基礎科目」および「専門コア科目」には、学科の専門である微生物を学ぶための基盤とな

る科目から、微生物と他生物との相互作用を理解するために必要な生物分野を網羅した科目、さ

らに、専門を深めるための「分子生物学」や「バイオインフォマティクス」などの科目、ならび

に実学主義に基づく多くの実験科目を配当する。 

（３） 「学際領域科目」には、専門を基盤とした広く実践的で、社会活動へのつながりについて具現化

可能な道のりを示す科目を配当する。 

（４） 「総合化科目」には、アクティブラーニングや問題解決型授業を取入れた研究室活動を含め、４

年間の勉学の集大成である「卒業論文」を必修科目として配当する。 

 

＜地域環境科学部＞ 
―教育研究上の目的― 

本学部は、生物に対する深い理解を基調とし、自然と人間の調和ある地域環境と生物資源の保全・利

用・管理のための科学技術を確立することを目指すものである。さらに、ミクロな地域環境問題の解決は

もとより、マクロな広域環境問題さらにはグローバルな地球環境問題の解決に貢献する人材を養成する。 

―教育課程の編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー）― 

地域環境科学部は、本学の教育理念「実学主義」に基づく地域体験型学習を通して、地域問題、環境問

題にかかわる実践的な知識・技術・解決力を修得し、ディプロマ・ポリシーに掲げた能力を身につけるた

め、以下の方針のもと教育課程を編成します。 

（１） グローバルな地球環境問題とローカルな地域環境の関係、人間活動と自然環境の関わり、地域づ



くりの理念と目標に関する理解を深める。 

（２） 実際の地域体験を通じて、地域の自然環境や社会的環境への理解を促し、地域環境や地域問題解

決への関心・意欲を高める。 

（３） 持続可能な地域づくりにかかわる技術者として、人類社会における技術の位置づけと社会的責

務および倫理観を修得する。 

 

＜森林総合科学科＞ 

―教育研究上の目的― 

本学科は、人間と森林との共生に貢献できる人材の育成が、教育・研究目標である。森林そのものと環

境循環について科学的に理解することからはじまり、森林のもつ資源生産的機能と環境循環機能を総合

的に考究するなかで、これからの循環型社会の創造に貢献できる専門知識を養う。 

―教育課程の編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー）― 

森林総合科学科のディプロマ・ポリシーを踏まえ「森林に学び、森林について学び、森林のために学ぶ」

姿勢を基本に、林学・林産学の教育を実践するため、それらの専門科目および生物学・化学・物理学・工

学・経済学・社会学・教育学等の手法を基礎として、以下の専門科目を配当し、これに従い教育を行いま

す。 

（１） 森林に関する基礎的事項を共通して理解するための「森林生態学」、「森林保全学」、「造林学」、「林

業工学」、「木材工学」、「林産化学」、「森林経営学」、「森林政策学」等の必修科目 

（２） 森林・林業・林産業等にかかわる専門技術者として必要な能力を向上させるための「林木育種学」、

「森林作業システム学」、「野生生物管理学」、「緑化工学」、「木質材料学」、「木材保存化学」、「森

林情報学」、「森林教育学」等の選択科目 

（３） 情報収集能力・問題発見能力・解決能力・表現能力等の涵養、実践技術や知識の深化を目的とす

る「森林学実験実習（一）～（四）」や「演習林実習」等の実習科目 

（４） 本学科を構成する各分野・研究室に特化し、研究計画の立案、実験・調査等の実施、考察、さら

に論文の執筆や発表等を通して、森林・林業・林産業にかかわる総合力を修得するための「卒業

論文」 

 

＜生産環境工学科＞ 

―教育研究上の目的― 

本学科は、農業生産の場における土・水・施設・機械に関する技術を応用し、地域から地球規模まで考

慮した環境保全に資する新たな農業生産技術とエコ・テクノロジーの開発を行うとともに。さらに、生産

性向上のみでなく、環境・資源・エネルギーに配慮した計画・設計・施工・管理を行える倫理観を持った

技術者を養成する。 

―教育課程の編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー）― 

生産環境工学科のディプロマ・ポリシーに掲げた能力を身につけるため、以下の専門科目に加え、分

野・研究室ごとに「基礎実験」、「専攻実験」および「専攻演習（一）～（三）」を配当し、教育課程を編

成している。 

（１） 地域資源利用分野：地球を人間の生活、自然および生物生産の共存空間と捉え、土地や水、生物



などの地域資源を生態系に配慮して有効利用・保全するための理論と技術に関連する科目として

「地域資源利用工学」、「農村環境工学」などの科目を配当 

（２） 環境情報利用分野：衛星画像データを含めた広域情報と、土中の水の動きや微気象の局所情報の

両面から、環境情報を収集・解析・評価し、それを生物生産に利用・応用するための科目として

「広域環境情報学」、「地水環境工学」などの科目を配当 

（３） 環境基盤創成分野：構造力学、土質力学、水理学、土木材料学を基礎とした農業生産環境・生活

環境にかかわる基盤整備・維持管理についての科目として「社会基盤工学」、「水利施設工学」な

どの科目を配当 

（４） 機械システム創成分野：主に農産物の生産・加工・流通に関わる機械システムを、エネルギー効

率や環境負荷も考慮しながら、設計・開発・評価・活用・維持管理するための科目として「バイ

オロボティクス」、「農産加工流通工学」などの科目を配当 

 

＜造園科学科＞ 

―教育研究上の目的― 

本学科は、庭園文化を踏まえ、人間と自然の調和共生社会の実現をめざし、都市から田園、自然地域に

わたる国土の環境と景観を保全・活用し創造するための、調査・計画・設計・施工・管理・運営及び材料

に関する理論と応用を教授し、豊かな感性とデザイン力、確かな倫理観を持つ造園家、造園技術者を養成

する。 

―教育課程の編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー）― 

造園科学科のディプロマ・ポリシーを踏まえ、基礎的な科目から、より専門的な環境計画・設計分野、

ランドスケープ資源・植物分野、景観建設・技術分野の３分野に至る科目および専門科目を総合化する科

目を配当し、これに従い教育を行う。 

（１） 地域環境を構成する植物、土、水の基本要素にかかわる基礎教育、地域環境問題に関する見方や

地域環境科学の学習への動機づけ、造園を学ぶために必要な感性を引き出すことをねらいとする

基礎科目として、「造園科学概論」、「造園体験演習」などを配当 

（２） 造園学における計画や設計に関わる基本理論と専門理論、造園空間創成のための手法論を修得す

る環境計画・設計分野の専門科目として、「造園計画学」、「近代造園史」などを配当 

（３） 生物や生態に関わる基礎知識、造園植物や造園植栽、緑地生態などに係わる基礎理論と専門理論、

造園空間創成のための技術論などを修得するランドスケ－プ資源・植物分野の専門科目として、

「植物の生活と活用」、「造園樹木学」などを配当 

（４） 造園建設・施工に関わる基礎理論と専門理論、造園空間創成のための技術論などを修得する景観

建設・技術分野の専門科目として、「造園工学基礎演習」、「測量学」などを配当 

（５） 造園学を構成する３つの専門分野を統合し、造園学を横断的に理解しつつ、グループ・ディスカ

ッション、ディベート、グループ・ワークを軸に学修を展開することにより、実践的・実務的な

応用力を修得する総合化科目および学際領域科目として、「造園植栽演習」、「造園工学演習」、「専

門特化演習（一）（二）」などを配当 

 

＜地域創成科学科＞ 



―教育研究上の目的― 

本学科は、水資源や食料生産、環境保全等の役割を担ってきた農山村地域の保全・再生、持続的発展に

向けて、生物多様性や生態系に配慮した土地利用方法、地域防災や農業基盤に関連する保全・管理技術、

環境アセスメント手法や環境教育・地域マネジメント手法等の幅広い専門的能力とその運用法を習得し、

地域の創成に貢献できる人材を養成する。 

―教育課程の編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー）― 

地域創成科学科は、講義科目や実習演習科目だけでなく、フィールドでの実習にも重点を置いた専門教

育のもとで、土地利用、地域防災、環境教育、地域マネジメント等に関する幅広い専門能力を修得し、デ

ィプロマ・ポリシーに掲げた能力を身につけるため、以下の方針のもと教育課程を編成します。 

（１） 地域環境を構成する生物、土、水、地形地質および文化や社会といった基本構成要素にかかる基

礎科目と、地域創成科学を理解し学習の動機づけをねらいとする科目から構成される専門基礎科

目 

（２） 生物多様性や生態系に配慮した土地利用方法、地域防災や農業基盤に関連する保全・管理技術、

環境教育や地域マネジメント手法などの専門コア科目、それらを横断的に理解するための情報技

術や環境アセスメント手法からなる学際領域科目 

（３） 専門基礎科目、専門コア科目、学際領域科目で学んだ専門知識・技術を運用し、持続可能な地域

づくりを考究するための総合化科目 

 

＜国際食料情報学部＞ 
―教育研究上の目的― 

本学部は「日本と世界の食料・農業・農村問題の解決に向けて、国際的情報網の活用のもと総合的・実

践的に挑戦する」をモットーに、農業・農村開発と国際協力の推進、持続可能な食料・農業システムと循

環型社会の構築、食料の生産・加工・流通・支援サービスを担う農業・食品系ビジネスの展開及び日本が

誇る食農文化の継承・発信や新たな食農文化の創造等の分野で活躍できる人材を養成する。 

―教育課程の編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー）― 

国際食料情報学部は、本学の教育の理念「実学主義」に基づき、食料・農業分野における総合的な教育

を根幹として、実践的な専門知識・技術を修得し、ディプロマ・ポリシーに掲げた能力を身につけるため、

以下の方針の下に教育課程を編成します。 

（１） 基礎的・基盤的知識の修得と食料・農業に係る実践的な専門科目を体系的に学ぶため、「総合教育

科目」、「外国語科目」、「専門教育科目」の３つの科目区分により授業科目を配当する。また、効

果的な学修を行うため、ナンバリングやカリキュラムツリーを用いて学習の順序等を示すなど、

各区分内において基礎から応用への段階的な科目配当を行う。 

（２） 「総合教育科目」には、「導入科目」、「スポーツ関係科目」、「課題別科目」および「就職準備科目」

の区分を設け、大学での学修方法等を修得する科目や、専門教育の動機づけとなる授業科目を配

当する。併せて、学修内容を将来の進路に繋げるための準備科目も配当する。 

（３） 「外国語科目」には、異文化理解および国際的視野を形成するための実践的な語学科目として、



全学共通の「基盤英語科目」、「専門教育プログラム関係科目」以外に、「実用英語科目」、「初修外

国語科目」を配当する。 

（４） 「専門教育科目」のうち、学部共通科目として「学部共通基礎科目」、「学部共通専門科目」の区

分を設けて、食料・農業分野における総合的な教育の基礎となる科目を配当し、各学科の「学科

専門科目」では、「専門基礎科目」、「専門コア科目」、「学際領域科目」および「総合化科目」の区

分を設け、科学の進歩や社会の要請に応えうる新規性や先進性に富んだ授業科目を配当する。ま

た、実学主義に基づく多くの実験・実習・演習科目と、アクティブラーニングや PBL の手法を取

り入れた「研究室における諸活動」、「国内外および学内外の農業実習・研修・調査活動」、「企業・

地域・社会連携先との交流活動」等を行う実践的な科目を配当する。「総合化科目」には、４年間

の学修の集大成となる「卒業論文」を必修科目として配当する。 

 

＜国際農業開発学科＞ 

―教育研究上の目的― 

本学科は自然科学と社会科学の両領域からなる科目を配し、さらに、国内外の農業実習・研修を積極的

に取り入れ、「専門性を活かした総合的アプローチ」をモットーに、農業・農村開発協力を通じて、地球

規模に貢献のできる人材を育成する。 

―教育課程の編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー）― 

国際農業開発学科のディプロマ・ポリシーを踏まえ、以下の方針の下に教育課程を編成します。 

（１） 自然科学・社会科学両領域にわたる専門教育科目を配当する。 

（２） 開発途上国あるいは熱帯農業を視野に入れた専門教育科目には、専門基礎科目、専門コア科目、

総合化科目を配当する。 

（３） 国際協力に必要な語学や、海外の現状を理解するために必要な知識を修得する科目を配当、推奨

する。 

（４） 実践的な知識や経験および技術を身につけるための実習科目や実験科目を配当する。 

（５） 情報収集から発表までの能力を高めるための演習科目を配当する。 

（６） 情報収集、計画立案、研究の実施、結果の考察、論文の執筆および発表までを通して論理的思考

を養い、自らの学修成果をまとめる「卒業論文」を配当する。 

（７） 専門教育科目には、入門編として専門基礎 2 科目と専門コア科目の必修 11 科目を配当し、高い

専門レベルでは専門コア科目の選択科目により難易度あるいは内容の深化に配慮し、また、希望

の職種あるいは進学に対応できるよう適切に選択、組み合わせができるように配当する。 

（８） 講義・実験・実習・演習科目のいずれにおいても、課題を発見し、その解決に取り組む手法を理

解するために、アクティブラーニングあるいは PBL(Project Based Learning)の手法を積極的に

取り入れ、現場との密接な連携を可能にするよう配慮する。 

 

＜食料環境経済学科＞ 

―教育研究上の目的― 

本学科は、社会科学、とりわけ経済学の手法を用いて、「農業」、「食料」及び「環境」を取り巻く課題

を地域的・国民的視点、さらには国際的視点から究明し、もって「新たなフードシステムの構築」及び自



然と人間の共生を軸とした「持続的な循環型社会の構築」に資する人材を養成する。 

―教育課程の編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー）― 

食料環境経済学科は、本学の教育の理念「実学主義」に基づき、農業・食料・環境分野における社会科

学的思考と実践につながる専門知識・技能を修得し、ディプロマ・ポリシーに掲げた能力を身につけるた

め、以下の方針の下に教育課程を編成します。 

（１） 基礎的・基盤的知識の修得と食料環境経済学に係る実践的な専門科目を体系的に学ぶため、「総合

教育科目」、「外国語科目」、「専門教育科目」の 3つの科目区分により授業科目を配当する。また、

効果的な学修を行うため、ナンバリングやカリキュラムツリーを用いて学習の順序等を示すなど、

各区分内おいて基礎から応用への段階的な科目配当を行う。 

（２） 「総合教育科目」には、「導入科目」、「スポーツ関係科目」、「課題別科目」および「就職準備科目」

の区分を設け、学科での学修方法等を修得する科目や、専門教育の動機づけとなる授業科目を配

当する。また併せて、学修内容を将来の進路に繋げるための準備科目も配当する。 

（３） 「外国語科目」には、異文化理解および国際的視野を形成するための英語およびその他の外国語

を含めて実践的な語学科目を配当する。 

（４） 「専門教育科目」には、「専門基礎科目」、「専門コア科目」、「学際領域科目」および「総合化科目」

の区分を設け、食料環境経済学分野の基礎となる科目をはじめ、社会の要請に応え得る授業科目

を基礎・発展・応用の３段階に区分して配当する。また、実学主義に基づき、１年次からすべて

の学年に実習・演習科目を配当し、アクティブラーニングや問題解決型学習の手法を取り入れた

学生主体の研究活動、国内外の現場実習や調査実習、連携協定を結んだ地域との地域再生・活性

化プロジェクト活動等を行う実践的な科目を配当する。「総合化科目」には、４年間の学修の集大

成となる「卒業論文」を必修科目として配当する。 

 

＜国際バイオビジネス学科＞ 

―教育研究上の目的― 

本学科は、人類の生存に最も重要な食料を支えるバイオビジネスに関する教育・研究を行い、食料の生

産、加工、流通、支援サービスを担う専門知識と実践力を身につけた国際的人材を養成する。 

―教育課程の編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー）― 

国際バイオビジネス学科は、ディプロマ・ポリシーに示された人材を育成するため、以下の方針の下に

教育課程を編成します。 

（１） 語学および学部共通科目では、実用英語科目や初修外国語科目を配当し、学科における専門教育

を受けるに当たり必要な基礎的教養および国際食料情報学の基礎を修得させる。 

（２） 学科専門基礎科目には、学科専門科目のうち「バイオビジネス経営学総論」、「バイオビジネス経

営環境論」、「バイオビジネス経営情報論」、「バイオビジネス経営管理論」、「バイオビジネス経営

組織論」、「バイオビジネスマーケティング論」、「バイオビジネス会計学」など基礎的な科目を配

当し、経営およびマーケティング･情報に関する基本的学修を行う。 

（３） 学科専門コア科目には、学科専門科目のうち「フードビジネス論」、「地域農業活性化論」、「バイ

オビジネス経営分析論」、「オペレーションズ・リサーチ」など応用的な科目を配当し、経営およ

びマーケティング・情報に関する発展性のある学修を行う。 



（４） 演習科目では、実社会で適応可能な能力を身につけさせるため、アクティブラーニングやゼミ活

動を通じて、能動的な学びを中心に据えた実践的な学修を行う。 

 

＜国際食農科学科＞ 

―教育研究上の目的― 

日本が誇る食と農の文化を世界に向けて積極的に発信することは、激しい国際競争の下に置かれてい

る日本の農業・農村にとって喫緊の課題であることから、本学科は、この課題の解決に向けて、日本の多

様な地域が伝統的に育んできた固有の食農文化を、食農教育を通じて継承するとともに、より付加価値

の高い農産物等の食材を基にした新たな食農文化を創造し、地域から世界に向けて展開・発信できる人

材を養成する。 

―教育課程の編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー）― 

国際食農科学科は、本学の教育の理念「実学主義」に基づき、食農科学分野における総合的な農学教育

を根幹として、実践的な専門知識・技術を修得し、ディプロマ・ポリシーに掲げた能力を身につけるため、

以下の方針の下に教育課程を編成します。 

（１） 基礎的・基盤的知識の修得と食農科学にかかわる実践的な専門科目を体系的に学ぶため、「総合教

育科目」、「外国語科目」、「専門教育科目」の 3 つの科目区分により授業科目を配当する。また、

効果的な学修を行うため、ナンバリングやカリキュラムツリーを用いて学習の順序等を示すなど、

各区分内おいて基礎から応用への段階的な科目配当を行う。 

（２） 「総合教育科目」には、「導入科目」、「スポーツ関係科目」、「課題別科目」および「就職準備科目」

の区分を設け、学科での学修方法等を修得する科目や、専門教育の動機づけとなる授業科目を配

当する。また併せて、学修内容を将来の進路に繋げるための準備科目も配当する。 

（３） 「外国語科目」には、異文化理解及び国際的視野を形成するための英語以外の外国語も含めた実

践的な語学科目を配当する。 

（４） 「専門教育科目」には、「専門基礎科目」、「専門コア科目」、「学際領域科目」および「総合化科目」

の区分を設け、食農科学分野の基礎となる科目をはじめ、科学の進歩や社会の要請に応え得る授

業科目を配当する。また、実学主義に基づく多くの実験・実習・演習科目と、アクティブラーニ

ングや研究室における諸活動、学内外の農業実習・研修活動、企業・地域・社会連携先との交流

活動等を行う実践的な科目を配当する。「総合化科目」には、４年間の学修の集大成となる「卒業

論文」を必修科目として配当する。 

 

＜生物産業学部＞ 
―教育研究上の目的― 

本学部は、人類生存の基である生物産業にかかわる生産、加工、流通、経営を取り巻く自然科学的・社

会経済的現象を教育研究の対象とした生物産業学を基盤として、文理融合の教育体系のもとで、生命・食

料・資源・環境問題に関する深い知識を持ち、その解決方向を示すことの出来る地域社会・国際社会に貢

献しうる人材を養成する。 

―教育課程の編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー）― 

生物産業学部は、生物資源や自然資源を「生産－加工－流通・ビジネス」という生物産業を一貫して学



ぶことを「農学」分野における「生物産業学」と捉え、全学部的な教養科目との融合を前提とした各学科

が提供する専門科目教育課程の体系的な履修を通して、ディプロマ・ポリシーに掲げた能力を身につけ

るため、以下の方針の下に教育課程を編成します。 

（１） 基礎的・基盤的知識の修得と生物産業学に係る実践的な専門科目を体系的に学ぶため、「総合教育

科目」および「専門教育科目」の 2つの科目区分により授業科目を配当する。また、効果的な学

修を行うため、各学科で将来目指すコースごとに必要な実践的専門知識と技術を身につけられる

よう、履修モデルを設定する。 

（２） 「総合教育科目」には、「初修外国語科目」および「リメディアル教育科目」の区分を設ける。「初

修外国語科目」には、異文化理解および国際的視野を形成し、かつオホーツクという立地的特性

を考慮した語学科目を配当する。「リメディアル教育科目」には、専門教育科目を修得する上で必

要な基礎的科目を配当する。 

（３） 「専門教育科目」には、「専門共通科目」、「創生型科目」および「学際領域科目」の区分を設け、

生物産業学の基礎となる科目をはじめ、オホーツク地域の自然環境や研究フィールドを活かした

授業科目や、「生産－加工－流通・ビジネス」というアグリ・フードビジネスを一貫して学ぶ「オ

ホーツク学」等を配当する。 

（４） 「専門教育科目」の「総合化科目」には、実践的専門知識と技術を修得させる多くの実験・実習・

演習科目を必修科目として配当する。また、課題解決能力、プレゼンテーション能力、コミュニ

ケーション能力等を育成するために、４年間の学修の集大成となる「卒業論文」を必修科目とし

て配当する。 

 

＜生物生産学科＞ 

―教育研究上の目的― 

本学科は、多様な陸圏領域の教育・研究が実践できるように配置した植物系、動物系、資源・環境系の

分野において、新しい生物資源の開発や多様な環境に配慮した生物生産力の拡大、生物資源機能の新し

い応用等にかかわる理論と技術を教育研究し、国際的な視点で地域産業の発展に貢献できる人材を養成

する。 

―教育課程の編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー）― 

生物生産学科は、生物産業（生産-加工-流通・ビジネス）を一貫して学ぶための学部共通科目とともに、

実学を重視した専門教育科目の体系的な履修を通して、ディプロマ・ポリシーに掲げた能力を身につけ

るため、以下の方針の下に教育課程を編成します。 

（１） 生物生産及び生態系保全に関わる知識を得ることを目的に、「幅広い視点」を醸成するための生物

生産および人文・社会科学の領域を含む基礎科目を配当するとともに、生物生産にかかわるより

専門的な知見が得られる専門科目を配当する。 

（２） 生物資源が豊富な生物産業学部の立地条件を活かし、地域の生物資源や環境資源を取り入れた基

礎から応用までの実験、実習および演習科目を配当する。 

（３） 生物生産や生態系保全についての課題解決につながる国内外の情報を整理し、総合的に判断でき

る科目を配当する。 

（４） 自ら得た課題解決の知見を他者に伝えるためのプレゼンテーションスキルを学ぶ科目を配当す



る。 

 

＜アクアバイオ学科＞ 

―教育研究上の目的― 

本学科は、豊かな生態系と高い生産性に恵まれたオホーツク海を主たる場として、資源の生物学的知見

と、それを育む水圏の環境及び生態系にかかわる知見とを統合的に理解させることを教育研究の目標と

し、水圏環境の保全、水産資源の増養殖、解析、管理、未利用資源の開発、漁獲物の利用加工や流通等に

資する人材を養成する。 

―教育課程の編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー）― 

アクアバイオ学科は、生物産業（生産-加工-流通・ビジネス）を一貫して学ぶための学部共通科目とと

もに、実学を重視した専門教育科目の体系的な履修を通して、ディプロマ・ポリシーに掲げた能力を身に

つけるため、以下の方針の下に教育課程を編成します。 

（１） 大学における学修方法や専門教育の動機づけとなる基礎的科目、国際的視野を形成するための外

国語科目とともに、学修内容を将来の進路につなげるための準備科目を配当する。 

（２） 水産生物の生物学的特徴や生態学的特徴について総合的で幅広い知識ならびに水産生物の増養

殖についての基礎的知識や技術を修得するために、研究室配属前の学生が身につけるための科目、

およびこうした知識をより実学的に学ぶための実験および実習科目を配当する。 

（３） 水産生物の生物学的ならびに生態学的特徴、そして増養殖についてより高度で専門的な知識や技

術を修得するために、研究室配属後の学生が身につけるための科目、さらにより専門的な研究を

実施するための実験および実習科目を通して、4年間の学修の集大成となる卒業論文を配当する。 

（４） 学習の成果を社会生活や職業生活の場で活かせるように、自分の考えを伝えるプレゼンテーショ

ン能力やコミュニケーション能力を身につけるための科目を配当する。 

 

＜食品香粧学科＞ 

―教育研究上の目的― 

本学科は、 オホーツク地域の農水畜産資源を活用した食品や香粧品の製造・加工法、 製品の安全・安

心に関わる微生物学的研究、 機能性食品や香粧品の性状と機能に関する生物化学的研究に重点をおき、 

基礎から応用まで総合的な研究教育を行い、 産業界で即戦力として活躍できる人材を養成する。 

―教育課程の編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー）― 

食品香粧学科は、生物産業（生産-加工-流通・ビジネス）を一貫して学ぶための学部共通科目とともに、

実学を重視した専門教育科目の体系的な履修を通して、ディプロマ・ポリシーに掲げた能力を身につけ

るため、以下の方針の下に教育課程を編成します。 

（１） 食品や香粧品の素材となる生物資源の特性を生物学・化学の視点から理解するための基礎科学に

関する科目を配当する。 

（２） 食品の摂取や香粧品の利用が生体にどのような影響を及ぼし、安全で安心な製品とはどのような

ものかを理解するための科目を配当する。 

（３） 食品や香粧品を製造するための生物資源の利用と加工に関する科目を配当する。 

（４） 原料あるいは製品化された食品および香粧品の特性や機能性の解析法の修得に関連する科目を



配当する。 

（５） 論理的思考に基づいた研究の実践と論文の作成法を学ぶための科目を配当する。 

 

＜地域産業経営学科＞ 

―教育研究上の目的― 

本学科は、農林水産業、食品加工業、自然を活かした観光業、環境ビジネスなど、地域産業を支える経

営を実践するための経営学理念を修得するとともに、そうした生物産業を中心とした経営体の持続的発

展、産業間連携の支援を通じて地域産業の再生・活性化・創造に貢献し、地域産業の担い手たる人材をオ

ホーツクの地・産業をフィールドとして養成する。 

―教育課程の編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー）― 

地域産業経営学科は、生物産業（生産-加工-流通・ビジネス）を一貫して学ぶための学部共通科目とと

もに、実学を重視した専門教育科目の体系的な履修を通して、ディプロマ・ポリシーに掲げた能力を身に

つけるため、以下の方針の下に教育課程を編成します。 

（１） 社会科学の基礎となる経営学・経済学に関する理論や実践的な分析手法とビジネスプランを修得

するための科目を配当する。 

（２） 生物産業の持続的発展と地域社会の活性化に寄与できる担い手として必要な専門知識を修得す

るための科目を配当する。 

（３） 地域産業経営学の基礎となる科目をはじめ、オホーツク地域の自然環境や研究フィールドを活か

した授業科目や、アグリ・フードビジネスに関連した専門科目を配当する。 

（４） これらに関連する専門的な知識・技能を修得するとともに、問題解決能力、プレゼンテーション

能力を育成するため科目を配当し、そのうえで 4年間の学修の集大成となる卒業論文を必修科目

として配当する。 

 


